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令和５年第１回定例会（令和５年３月７日） 

 

観光建設水道委員会委員長 （三重 忠昭 委員長） 

 

去る３月１日の本会議において、観光建設水道委員会に付託を受けました「議

第１号 令和４年度別府市一般会計補正予算（第11号）」関係部分ほか４件につ

いて、委員会を開会し、慎重に審査をいたしましたので、その経過と結果につい

てご報告いたします。 

初めに、予算議案３件のうち、「議第１号 令和４年度別府市一般会計補正予

算（第11号）」関係部分についてであります。 

温泉課関係では、昨今の電気料金の高騰に伴い、市有泉源施設等の電気料金の

支払い額が増加する見込みであるため、光熱水費の不足額を補正計上しようと

するものとの説明がなされました。 

次に、産業政策課関係では、株式会社イズミからの企業版ふるさと納税による

新図書館プロジェクトへの寄附金２億５千万円を補正計上、サテライトオフィ

ス等整備促進事業補助金及び信用保証料補給金の関連経費を申請実績に基づき

減額補正しようとするものとの説明がなされました。 

委員から、株式会社イズミからの寄附金について、今回の寄附と過去の立地協

定の位置付けの整理など議会への説明が不十分であるため、賛成はできないと

の意見がなされました。 

次に、農林水産課関係では、有害鳥獣の捕獲頭数の増加が見込まれるため、関

連経費を補正計上しようとするものとの説明がなされ、委員から、有害鳥獣の被

害対策に関する意見がなされました。 

次に、農業委員会事務局関係では、農地利用最適化交付金の実施要綱が農業委

員の活動実績に重点を置くよう改正されたことに伴い、関連経費を補正計上し

ようとするものとの説明がなされました。 

続きまして、都市計画課関係では、がけ地近接等危険住宅移転事業費補助金及

び木造住宅耐震改修等補助金の関連経費を申請実績に基づき減額補正しようと

するものとの説明がなされました。 

委員から、木造住宅の耐震化に関する質疑があり、当局から、耐震化をより進

めるため、現在、補助金の増額に向けての協議を県と行っているとの答弁がなさ

れました。 

次に、都市整備課関係では、市道等に設置している街灯について、電気料金の

高騰等に伴い、関連経費を補正計上しようとするものとの説明がなされました。 

その他、関係各課から、国及び県の交付金等の額の決定に伴う事業費の減額等、

決算見込みによる歳入歳出予算の計数整理のほか、工期延長等に伴い、繰越明許

費を補正計上しようとするものとの説明がなされました。 
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最終的に、「議第１号 令和４年度別府市一般会計補正予算（第11号）」関係

部分については、産業政策課関係議案について、一部委員から反対である旨の意

思表示がなされましたが、採決の結果、賛成多数で原案のとおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

次に、「議第５号 令和４年度別府市水道事業会計補正予算（第１号）」につ

いては、１年間の営業成績を示す収益的収入及び支出からなる当年度純利益は、

7,781万７千円の見込みであり、投資的経費の収支を示す資本的収入及び支出に

ついては、関連経費を補正計上した結果、12億8,482万９千円の不足が生じるが、

この不足額については、過年度分損益勘定留保資金などで補てんする予定であ

るとの当局説明を適切妥当と認め、採決の結果、全員異議なく原案のとおり可決

すべきものと決定いたしました。 

次に、「議第６号 令和４年度別府市公共下水道事業会計補正予算（第１号）」

については、収益的収入及び支出からなる当年度純損失は、２億3,711万１千円

の見込みであり、投資的経費の収支を示す資本的収入及び支出については、関連

経費を補正計上した結果、３億7,009万５千円の不足が生じるが、この不足額に

ついては、当年度分損益勘定留保資金などで補てんする予定であるとの当局の

説明を了とし、採決の結果、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定し

た次第であります。 

最後に、条例議案及びその他議案についてであります。 

まず、条例議案「議第34号 別府市都市公園の設置及び管理に関する条例の一

部改正について」は、昨年８月に実施した社会実験の結果に基づき、公園内での

禁止行為を見直すことに伴い、条例を改正しようとするものとの説明がなされ

ました。 

次に、その他議案「議第40号 市道路線の認定及び廃止について」は、道路法

の規定に基づき、宅地造成及び開発行為等に伴い、13路線を認定し、３路線を廃

止することについて、議会の議決を求めるものとの説明がなされました。 

以上２件の条例議案及びその他議案については、当局の説明を適切妥当と認

め、採決の結果、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定した次第であ

ります。 

以上が、当委員会に付託を受けました議案に対する審査の経過と結果につい

ての報告であります。 

何とぞ、議員各位のご賛同をよろしくお願いいたします。 


